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艮 41'. ・ 貞 降
砧 山 巾 科 学 文 化 セ ン タ ー
Violent s n ov injur es on Cryf;lom e ria ja/;onica D.D o ヽ and it s  c li matic cond 1t 1o n  
in winter 19 80- 1981 
S inr y u  N  Ac;A 1  
T oya m a  Scie n ce Museum 
Ther e  ca m e  he avy s n owfal th re times in winter 1 980- 1 981 .  Especialy the first one 
that came in Decemb e r 27-3 0  gave the sevres t  injuri es to the tr es of Crvptomeria ja/1011ica of 
h ouses, wh ic h  are very famous in J ap n. Fundametly the se tre es a re  u se d  for windbreak-
in g, s nowbreaking ,  pr ev ntin g  fr o m   h otnes in s umm er, and a r e  u se d  as a  fuel a nd a  timber 
Th e  injurie s  o f  th e  yea r  exc d e d  th e  to le r ance o f  s n ow br eak in g .  In し his pa e r ,  I  re port the 
snow injuri es of tre es around a  h ouse at Kur obe City. T oyama Pr e fec ture ,  Centr a l  J apn 
I. Th e  o utlin e  of tr es aro und th e  hou se 
Thi s  h o u se w ith th ese tr es is  sit ua ted in the center of Kurob e  Al lu v ial F a n, w hi ch a r e  2  
km in wa rd  the sea s h o re .  It s  are is  about 205 111 2 .  Th e  h ouse has 3 tres of Cryp tom e ria 
ja 知 nica, s o - c all e d •· Bo k a s u gi" in thr e rows in th e  so uth ern part whic is  th e  main dir ection 
of winte r  wind 
II. Th e  out lin e  of snow injuri es and c lim a ti c  conditions 
Stem break by s no w  was observd fr o m  ea rl y  m o rnin g  till midn g ht on D ec. 28 th. Eigh-
ten tres we r e  injuri e d  o n  the sa m e  da y .  S u c h  a  v io le nt stem brea k  was ca u sed by th e  prety 
w ind in the co ndition abo ut - 0.5 ℃, whic has b e n  co n s id erd to  b e  the most s uit ab le  tempa-
ratur e  for absorbt ion of s no w  
I. C leavrgs oc ur e d  on the wind ex posed s id e  in th e  fir st lin e  a nd on th e  oposite
s id e  of wind in the third lin e .  
2 .  Snow weight per tw ig  was about 1. 98 k g ,  w hich was equa l  to 5.23 times of t¥¥・1 g  
w e ight. Snow depth was 21-3 lcm, s no w  d e n sity near the s urface was0 .23 - 0.39g/c m 3  
3 .  Dr. Kihei T 、1KA11A s 11 1 sa id that th e  m os t  s ui tab le  temparu for crownig snow on 
twig s  was - 0.3 - - 0.7 ℃  • I  a lso o b se rv e d  abnorml y  hug e  s no w fall d ev loped 
w h en this temparu co n tinu e d  fo r  40 hour s. 
4 .  Lar ge r  dama ge was obse r ve d  in the a n ti-wid part of the h o u se, be ca u se wind 
fo r ce b ec ame wea k  and crow nin g  s n ow did n ol fall down in these pl aces. Wind 
velocity was 4  - 7  m/sec 
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長 井 真 隆
は じ め に
19 8 0 年 （ 昭 5 ) 12 月 26 日 か ら 19 8 1 年 （ 昭 56 )
1 月 17 日 に か け て ， 3 回 に わ た り 日 本 列 島 に
強 い 寒 波 が 襲 米 し ， 日 本 湘 側 で 大 雪 が 降 り 続
い た 。 1963 年 （ 昭 3 8 ) の 豪 雪 に つ ぐ も の で ，
38 豪 雪 に 対 し て 56 豪ヽ 雪 と 呼 ば れ ， 北 陸 一 帯 ，
福 井 ， そ の ほ か 新 潟 な ど の
各 県 に 大 き な 被 害 を 与 え た 。
第 1 波 は ， 19 8 0 年 12 月 2 6 日 か ら 3 0 日 に ，  第
2 波 は 19 8 1 年 1 月 2 日 か ら 8 日 に ， 第 3 波 は
同 月 10 日 か ら 17 日 に 製 来 し た 。 建 物 ・ 果 樹 園 ・
交 通 な ど の 各 方 面 に 大 被 害 を 与 え た が ， な か
で も 第 1 波 は ， 全 国 的 に 知 ら れ て い る 富  山 の
屋 敷 林 の ス ギ や ， 北 陸 一 帯 の 低 山 の ス ギ に 着
雪 に よ る 割 裂 折 損 被 害 を 与 え た 。 ま た ， 第 2
波 は ， 富 山 県 内 で は 未 発 生 で あ っ た 高 圧 送 電
線 の 着 雪 に よ る 鉄 塔 の 倒 壊 ・ 折 損 被 害 を 出 し
た 。 近 年 最 大 の 着 雪 被 害 と い わ れ て い る 1956
年  （ 昭 31 ) の 富 山 県 に お け る 公 共 施 設 や 山 林
の 被 害 は ， 倒 伏 木 2 , 647ha, 折 損 木 27 , 942 而 で
あ っ た 。 こ れ に 対 し て ， 56 豪 雪 は 倒 伏 木 7 , 962
ha・ 折 損 木 81 , 50 げ で ， 折 損 木 の 単 位 が 異 な
る の で 比 較 は で き な い か ， 倒 伏 木 で は 1956 年
の ほ ぱ 3 倍 に 達 し て い る 。
富 山 県 内 の 屋 敷 林 の ス ギ 被 害 調 査 は な さ れ
て い な い の で ， こ の 数 字 に は 含 ま れ て い な い
か ， 被 害 は 県 内 一 円 で 発 生 し た 。 し か し ， 被
害 の 程 度 は ， 気 温 ・ 雪 質 ・ 立 地 ， あ る い は ス
ギ の 種 類 ・ 大 き さ ・ 形 状 な ど に よ っ て 大 き な
違 い が あ る 。 こ こ で 報 告 す る 富 山 県 東 部 の 一
屋 敷 林 の 破 害 は 大 き い 方 に 属 す る 。 も と よ り
富  山 の 屋 敷 林 は ， 防 風 ・ 防 雪  ・ 防 暑 ， そ の は
か 燃 料 ・ 用 材 な ど ， い ろ い ろ な 機 能 を 兼 ね そ
な え て い る が ， 今 回 の 被 害 は ， そ の 防 雪 機 能
の 限 界 を 超 え る 着 雪 荷 重 に よ っ て 発 生 し た ，
い わ ゆ る 異 常 着 雪 害 で あ る 。
こ の 異 常 着 雪 害 は ， 全 く 予 期 し な い 突 然 の
災 害 で あ っ た た め ， 調 査 の 対 応 は 十 分 と れ な
か  っ た 。 不  十 分 な 調 査 で は あ る か ， ス ギ 破 害
の 状 況 と そ れ に か か わ る 気 象 条 件 に つ い て ，
調 査 結 果 を と り ま と め た の で 報 告 す る 。
調 査 の 意 図 と 方 法
意 図 ： 調 査 の 対 象 と し た 屋 敷 林 の ス ギ は ，
3 株 中 18 株 か 割 裂 折 損 被 害 を 受 け た 。 38 豪 雪
で は ， こ の よ う な 被 害 は も ち ろ ん の こ と ， 倒
伏 被 害 も 受 け な か っ た 。 ま た ， 今 回 の 破 害 は
部 分 的 局 地 的 な 被 害 で は な く ， 一 斉 か つ 広 域
的 な 破 害 で あ っ た 。 こ れ ら の こ と か ら ， こ の
異 常 着 雪 害 は ， 多 量 の 降 雪 か 持 続 し た こ と の
は か に ， そ の 他 の 必 要 な 着 雪 条 件 か 満 た さ れ
そ れ ら か 広 域 的 か つ 長 時 間 に わ た っ て 持 続 し
た た め に 発 生 し た も の と 考 え ら れ る 。
高 橋 喜 平 氏 は ， 着 雷 条 件 の 一 つ に 降 雪 II 寺 の
気 温 を あ げ ，  ー 0 .3 ℃ - - 0.7 ℃  の 範 囲 を 着 雪
の 最 適 気 温 と し て い る 。 今 回 の 調 査 は ， 被 害
の 状 況 調 査 に 併 せ て ， こ う し た 降 雪 時 の 気 温
や そ の 他 の 気 象 条 件 を と ら え ， 屋 敷 林 に お け
る ス ギ 着 雪 害 の 軽 減 ・ 防 止 の た め の 基 礎 資 料
を 得 る こ と を 目 的 と し た 。
方 法 ： お も に 実 測 調 査 と 気 象 状 況 調 査 を 行
い ， 両 者 の 関 係 を 検 討 し た 。
◎ 実 測 調 査 ： 1980 年 1 2 月 2 8 日 か ら 1 9 81 年 1 月
3 日 に ， 被 害 の 概 況 調 査 を 行 い ， 雪 が 解 け た
1981 年 3 月 17 日 に 実 測 調 査 を 行 っ た 。 実 測 事
項 は ， 樹 高 ・ 胸 高 直 径 ・ 枝 下  高  ・ 割 裂 方 向 ・
割 裂 面 の 長 さ ・ 割 裂 面 の 下 端 高 ・ 割 落 部 の 長
さ お よ び 枝 数 な ど で あ る 。
◎ 気 象 状 況 調 査 ： 1980 年 12 月 28 日 に は ， 気 温 ・
風 向 ・ 風 力 階 級 （ ビ ュ ー フ ォ ー ト ） な ど を 即
事 的 断 片 的 に 行 っ た 。 ま た ， 同 月 29 日 に は ，
着 雪 の 一 つ の 単 位 と 思 わ れ る 小 枝 ひ と 塊 の 着
雪 重 羅 と 着 雪 密 度 を ， 健 在 ス ギ で 測 定 し た 。
後 に ， 建 設 省 黒 部 工 事 車 ・ 務 所 ・ 富 山 地 方 気 象
台 な ど か ら 観 i!II J資 料 を 得 て 検 討 を 加 え た 。
対 象 ： 富 山 県 東 部 の 一 屋 敷 林 （ 黒 部 市 金 屋 ）
を 対 象 と し ， そ の ほ か 補 助 的 に 近 く の 屋 敷 林
4 つ を 選 ん だ （ 図 1 ・ 図 版 I ) 。 対 象 と し た 屋
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図 1 調 査 地
敷 林 は ， 黒 部 川 扇 状 地 扇 央 部 に 位 四 し ， ii か 岸
か ら 21 、/TI の 地 点 に あ る 。 東 西 49 m  ・  南 北 45 m  ・
面 梢 2,05 nl 2 で は ほ 中 央 に 高 さ 11 n, ・ 建 坪
390 面 の 建 物 が あ る 。 そ の は か 束 側 の 道 路 に
面 し て 南 寄 り に 高 さ 8 m の 建 物 か あ る 。 冬 の
主 風 か 当 た る 南 側 30m ' に ， お お よ そ 3 列 に
ボ カ ス ギ 33 株 か 梢 林 し て あ る 。 西 側 は ， モ ミ
ジ  ・ モ ミ ・ コ メ ッ ガ ・ エ ゾ マ ツ な ど で ， 北 側
と 接 す る と こ ろ に モ ウ ソ ウ チ ク 林 か あ る 。 束
側 に は ， ク ロ マ ツ ・ ユ  ズ  ・ イ チ ョ ウ ・ ウ メ ・
カ キ ・ ザ ク ロ な ど か 点 々 と 梢 え て あ る 。
2. 
図 2 1981 年 1 月 の 北 半 球 S OQ m b 等 圧 線 分 布 図
（ 中 川 三 郎 に よ る ）
調 在 の 対 象 は ， こ れ ら の う ち 南 側 の ボ カ ス
キ 33 株 で あ る 。 こ の う ち 被 害 木 は 18 株 あ る 。
こ れ ら の ス ギ は ， 1940 年 5 月 に 梢 林 し た 42 年
生 で ， 平 均 樹 高 1 ,307 c m  ・  平 均 胸 高 直 径 27 cm ・
立 木 密 度 33 株 / 30 面 で あ る 。 手 入 れ は 5, 6  
年 に 1 回 枝 打 ち す る 程 度 で ， 地 上 3, 4  Ill ま
で は 下 枝 か な い 。 ま た ， 5, 6  Ill ま で は ， 枝
を 適 当 に 間 引 き し ， そ れ よ り 上 は 全 〈 手 を 加
え て い な い 。 し か し ， 大 気 汚 染 等 に よ り 上 部
の 枝 は 一 部 枯 死 す る な ど ， や や 不 完 全 な 樹 冠
を し て い る 。
図 3 最 深 積 雪 図 （ 舟 田 久 之 に よ る）
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補 助  的 に 選 ん だ 4 1li「 の 屋 敷 林 の ス ギ の 樹 齢 ・
樹 高 自か は 定 か で は な し、 。 総 計 19 株  あ り， ―  
の う ち 30 株 か 被 害 を 受 け て い る 。
調 査 結 果
気 象 概 況 ． ・ 1980 年 1 2 月 25 日 ご ろ か ら ， 北 半
球 の 偏 西 風 が 極 東 ・ 北 ア メ リ カ 束 北 部 ・ ヨ ー ロ
'ノ ／ ぐ 東 部 で 大 き 〈 三 つ に 蛇 行 し て 中 緯 度 付 近
ま で 南 下 し ， い わ ゆ る 三 波 数 循 環 の 典 _II :') を 示
し た 。 こ の た め ， 日 本 付 近 は 長 期 1ナ¥] に わ た っ
て 強 い 冬 氏 り の 気 圧 配 凶 に 投 わ れ た （ 凶 2 ・3 )。
ス ギ に 被 沓 を 与 え た 第 1 波 は ， 12 月 25 日 ，
バ イ カ ル 湖 北 東 部 か ら 南 下 ， 27 ・28 の 刷 日 に
か け て 日 本 泊 i: 中 部 を 束 に 進 み ， 29 日 に は 北 梅
追 束 方 の 梅 域 に 抜 け た （ 図 4 ) 。 こ の 間 上 層 の
;J)f ク¥ に t ,J I縛 似 こ 強  く ， 4寺 に 27 日 21 時 か ら 28 日 21
時 の 輪 島 50 mb の 気 温 は  ，  ー 40 ℃ 以 下 と な っ
た 。 北  陸 地 ） ］ の 降 雷 は ， 27 日 夕 方 か ら 激 し 〈
な り ， 平 地 で 28 日 9 時 - 29 日 9 時 ま で 50 c m 以
上 の 降 雪 を 見 た 。 比 較 的 降 雪 批 か 少 な か っ た
調 在 地， 黒 部 市 で も 9 時 現 在 28 日 48 c m  ・29
日 40 cm の 降 呵 を 見 た 。
ス ギ 被 害 の 概 況 と 気 象 ： 1 980 年 12 月 27 日 タ
方 か ら ， み ぞ れ が 雪 に 変 わ り， そ i し が 29 日 9
時 ご ろ ま で 降 リ 続 い た 。  そ の 後， 10 時 か ら 1 3
時 ま で 時  々 H か 差 し ， 後 は 編 ＇） で 時  々 小 雪 が
ち ら つ い た 。
ス ギ の 被 沓 に 気 付 い た の は ， 28 日 10 時 こ ろ
で ， こ の 時 す で に 4  株 か 幹 の 途 中 か ら 深 〈 裂
け 落 ち て お ＇） ， そ の 後 割 落 は 夜 半 ま で 続 い た
（ 図 版 I )。 28 日 10 時 現 在 の 気 温 は 一 0.4 ℃ で ，
終 日 ， 風 力 階 級 2 - 4 ( l. 6111 - 8.0 '%) の  風
24 日 （ 水 ） ク リ ス マ ス 荒 天 25 日 （ 木 ） マ ヒ 状 態 の 東 北 26 日 （ 金 ） 九 州 も 風 雹 27 日  （ 土  ） 雪 は た っ ぶ り
関 束 地 方 は 南 部 を 除 き 今 朝 は 真 白 昨 日 か ら の 暴 ll1 宮 で 東 北 地 方 の 太 日 本 海 は 次 の L が 発 達 中 で 西 日 本 昨 年 に 比 ぺ 寒 気 団 の 南 下 が 相 次 い
の ホ ワ イ ト X マ ス ． 東 北 地 方 の 太 平 平 洋 側 は 交 通 は 全 面 ス ト ッ プ ． 送 電 で は 西 風 強 ま り 九 州 の 山 間 部 は 凪 宮 だ た め ス キ ー JJ,) の 宮 は ど こ も た っ ぶ
洋 側 は L の 発 達 で 暴 風 雰 仙 台 お =  線  の 倒 壊 な ど で 停 電 は 60 万 世 帯 ． 東 京 も 日 中 は 北 風 強 く 火 事 し き り． り ． 上 野 ， 新 宿 は ス キ ー 客 で 泌 貝 ．
28 日 （ 日 ） 帰 省 列 車 乱 れ る 29 日 （ 月 ） 日 本 海 に 豪 雷 30 日 （ 火 ） 北 暖 西 冷 31 日 （ 水 ） 冬 型 弱 ま る
冬 型 が 強 ま り 日 本 海 側 1が 平 野 部 で 26 日 か ら 砕 宮 は 福 井 市 11 5. 高 山 今 朝 の 最 低 i;l: 札 幌 I. 鹿 児 品 ー 1 ℃ 大 陸 HI が 函 ま り 一 部 は 移 動 H と な
50- l l)()an の 大 雰 帰 省 列 車 は 軒 並 み I04 cin と 12 月 と し て は 記 録 的 な 豪 宮 ． と 気 温 分 布 は い つ  も の 逆 ． 北 陸 豪 宮 っ て 13 本 を お お う . 13 本 海 側 で も 睛
ス ト ッ プ か 遅 れ 絞 出 ． 故 郷 は 遠 い 山 岳 で は 北 ア ル プ ス 中 心 に 遭 甦 院 出 の と き に は よ く 起 る ． 北 陸 大 宮 続 く 間 が の ぞ き 山 岳 救 助 も は か ど る ．
図 4 天 気 図 日 記 （ 天 文 と 気 象 Vol. 47 に よ る ）
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か 吹 い て い た 。 風 向 は 1 0 時 現 在 S60 °W で ， 終
日 ， 南 西 風 が 卓 越 し て い た 。  こ の よ う な 気 象
下 で ， ス ギ の 樹 冠 側 面 に 雪 が 吹 き つ け ら れ ，
次 第 に 着 雪 の 厚 み を 増 し て い っ た 。 竹 ざ お で
つ つ い た り ， た た い た り し た か ， 落 雪 し な か
っ た 。
表 1 小 枝 の 着 雪 重 団 と 着 雪 密 度
検 体 総 体 小 枝 斧 i酋 滸 首 密 度 (g /cm ') 滸 雷 比
番 号 ( kg )   ( k g) ( k g) A  B  （ 酋 / 1) ヽ／支 ）
1  2. 1 0   0 .4 5   1  65 0.39 0.42 3  67 
2  2.0 0 .23 1  97 0.37 0.41 8. 57 
3  2  75 0  4 2 .3 1  0 .3 7  0.42 5 .25 
4  2.45 0.47 I  98 0  3 0.39 4.2 1  
5  2.3 0.31 2  02 0.23 0.41 6.52 
平  均 2.36 0.38 1  98 0.32 0 .4 1  5.23 
1 980 .1 2. 29, AM 8  :  0 - 9  :  0 ,  健 在 ス ギ で 測 定 ．
着 缶 密 度 A は ， 箔 雷 表 面 よ り 2 c m 中 の  も の  ， B は ス
ギ の 業 に 接 し て い る と こ ろ の も の 。
青 !-i,l{j:28 . 1 6 - lO cm '。
翌 29 日， 8 時 か ら 9 時 に か け て ， 健 在 ス ギ
に 残 っ て い る 着 雪 の 調 査 を 行 っ た 。 着  雪 し た
小 枝 ひ と 塊 ， 5 検 体 の 平 均 重 量 は 2. 36 kg, 平
均 着 雪 重 批 は 1. 98 kg ,  小 枝 の 平 均 自 重 量 は
0. 38k g で ， 小 枝 の 重 さ の 約 5 . 23 倍 の 着 雪 が あ
っ た 。 ま た ， ス ギ の 枝 葉 は 凍 結 し て 枝 葉 相 互
を 結 び つ け ， そ の 上 に 着 雷 が 発 達 し て い た 。
着 雪 密 度 は ， 表 面 付 近 で 0. 32, 中 心 部 で 0.41
あ  っ た （ 表 1 ・ 図 版 II ) 。 そ の 時 の 地 上 の 梢 雪
密 度 は ， 表 面 付 近 で 0 .18 あ っ た 。
被 害 を 受 け た 18 株 中 ， 26 番 と 32 番 を 除 い て
他 の ス ギ の 割 裂 面 の 長 さ は 10 c m 以 上 あ り ，
も っ と も 大 き い も の で は 653 c m, 平 均 286. l c m  
で あ る 。 割 落 し た 幹 の 長 さ は ， 3 10 - 1 , 210 c m  
で ， 平 均 743.6 c m , な か に は 2 段 に 割 裂 し た
も の や ， 割 落 し た 幹 に 深 く ひ び 割 れ の 入 っ た
も の も あ る （ 図 版 I ・ 表 2 )。
割 裂 面 の 方 向 に は ， ス ギ 林 の 風 衝 面 と 風 背
面 に よ っ て 違 い か 見 ら れ る 。 ス ギ の 配 列 を 風
衝 面 の 南 側 か ら 第 1 線 ， 第 2 線 ， 第 3 線 と し，
表 2 被 害 の 概 要
被 害 を 受 け た 株 数 1 8 株 被 害 率 5 4.5 % 被 害 を 受 け な か っ た 株 数 15 株
立 木 密 度 3 本 / 30 面 樹 種 と 樹 齢 ポ カ ス ギ 42 年 生 ※ 印 は 2 段 裂 け
割 落 部 の 枝 の 長 さ 40 - 240 c m  1 98 1 年 3 月 17 日 調 ぺ
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〇 健 在 ス ギ
図 5 ス ギ の 被 害 分 布
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56 梨 雷 の 屋 敷 林 異 常 滸 雪 害
さ ら に 西 側 林 緑 を 西 第 1 線 と し て 区 分 す る と
第 1 線 の 割 裂 面 の 方 向 は ， 南 か ら 南 西 に 集 中
し て い る 。  第 2 線 は ， 南 西 か ら 北 東 方 向 に 分
散 し ， 風 背 面 に あ る 第 3 線 は 風 下 方 向 に 集 中
し て い る 。 ま た ， 西 第 1 線 は 西 方 向 に 割 裂 し
て い る （ 図 5 ・ 6 ) 。
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△  第 2 線 の ス ギ
●  第 3 線 の ス キ ・
◇  西 第 1 線 の ス ギ
ス ギ 被 害 の 分 布 を 見 る と ， 被 害 は 建 物 の 風
上 に 集 中 し て 発 生 し て い る （ 因 5 ) 。 こ の 現 象
は ， 補 助 的 に 選 ん だ 4 軒 の 屋 敷 林 に も 共 通 し
て い え る 。
調 査 地 よ り 南 東 2 km 地 点 に あ る 建 設 省 黒 部
工 事 事 務 所 黒 部 川 出 張 所 （ 黒 部 市 西 小 路 ） の
記 録 に よ れ ば ， 被 害 か 発 生 し た 前 日， 27 日 18
時 か ら ， 気 温 は 零 度 を 割 っ て い る 。 み ぞ れ が
雪 に 変 わ っ た の は こ の こ ろ で あ る 。 ま た ， 同
27 日 2 時 か ら 29 日 10 時 ま で ， ー 0.5 ℃ - - 1 ℃  
の 気 温 か 続 き 、 特 に 被 害 が 発 生 し た 28 日 は ，
終 日 ー 0.5 ℃ 前 後 の 気 温 が 持 続 し て い る 。 風




割 裂 面 の 方 向 ： 第 1 線 の ス ギ の 割 裂 面 の 方
向 が ， 南 か ら 南 西 に 集 中 し た の は ， 卓 越 し て
い た 南 西 風 に よ っ て ， 樹 冠 の 南 西 側 面 に 異 常
に 着 雷 が 発 達 し た た め と 考 え ら れ る 。
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ス ギ 着 雪 害 発 生
30 日
図 7 豪 雪 第 l 波 の 気 象 ( 1980 年 12 月  ・ 黒 部 市 西 小 路 に て 観 測 ・ 建 設 省 黒 部 工 事 事 務 所 に よ る ）
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長 井 真 隆
第 2 線 の 割 裂 面 の 方 向 か 分 散 し た の は 第
2 線 が ス ギ 林 の 中 央 部 に あ る た め 樹 冠 が 変 形
し て い る こ と や ， あ る い は 風 背 面 の 建 物 ・ 隣
接 し て い る ス ギ な ど の 影 糊 か ら ， 着 雪 や 風 圧
の 方 向 に ば ら つ き が 生 じ た た め と 考 え ら れ る 。
第 3 線 の 割 裂 面 の 方 向 か ， 風 下 方 向 と は ほ
一 致 し て い る の は ，  第 3 線 が 風 下 の 林 縁 に あ
る た め と 考 え ら れ る 。 西 第 1 線 の 割 裂 面 が 西
に あ る の は ， 南 西 側 面 に 偏 っ て 着 雪 し た 樹 冠
か ， 南 西 風 に 押 さ れ な が ら 割 落 し た た め と 考
え ら れ る 。
藩 雪 と 割 裂 面 の 大 き さ ： 今 回 の 被 害 の 特 徴
と し て ， 割 裂 面 が 異 常 に 大 き い こ と ， 2 段 に
裂 け た も の か あ る こ と ， 割 落 し た 幹 に 深 〈 ひ
び 割 れ か 入 っ た こ と な ど か あ げ ら れ る 。
一 般 に ， ス ギ の 割 裂 被 害 に 二 つ の タ イ プ か
あ る 。 割 裂 面 が ほ と ん ど な く ， ぽ っ き り 折 れ
る 場 合 と ， 割 裂 面 が 大 き 〈 な る 場 合 と で あ る 。
前 者 は ， ほ と ん ど 無 風 状 態 で 着 雪 が 樹 冠 全 体
に 発 達 す る か ， あ る い は 多 少 風 か あ っ て も ，
林 央 部 の よ う に 枝 折 の た め 樹 冠 が 小 さ い 場 合
に 発 生 す る 。 後 者 は ， 適 当 な 風 で 雪 が 吹 き つ
け ら れ ， 樹 冠 側 面 に 偏 っ て 着 雪 す る 場 合 で あ
る 。
今 回 の 被 害 は ， 後 者 に 属 し ， 幹 か 七 夕 の よ
う に た わ ん で 割 裂 し た が ， 着 雪 荷 重 は ど の 程
度 で あ っ た の か ， 査 料 不 足 の た め 分 か ら な い 。
し か し ， 割 裂 状 況 か ら し て 相 当 の 荷 重 が あ っ
た も の と 想 像 さ れ る 。 健 在 ス ギ の 着 雪 で は ，
小 枝 ひ と 塊 の 着 雪 重 量 は 5 検 体 で 1.6 5 - 2. 0 2
kg あ り ， こ れ は 小 枝 ひ と 塊 の 重 鎚 の 3. 67 -8. 57 
倍  に 相 当 し て い る 。 ま た ， 着 雷 は 樹 冠 側 而 に
ほ ほ 直 角 に 発 達 し ， そ の 厚 さ が 3 1 c m に も 達 し
た も の も あ る （ 図 版 II ) 。 こ の こ と か ら 推 察  す
る と ， 樹 冠 側 面 の 一 方 向 に ， 多 批 の 着 雪 が 発
達 し た た め に 大 き な 割 裂 面 が 発 生 し た も の と
考 え ら れ る 。
藩 雪 と 降 雪 時 の 気 温 ： 樹 冠 側 面 の 多 鼠 の 着
雷 が ， な ぜ 長 時 間 落 下 し な か っ た の か ， こ れ
1 2  
に は ， 枝 葉 と 雪 の 付 着 力 や 雪 相 互 の 枯 着 力 が
関 係 し て い る も の と 考 え ら れ る 。
着 雪 の よ う す を 観 寮 す る と ， ス ギ の 枝 葉 の
表 面 は 凍 結 し ， 枝 薬 相 互 を 結 び つ け ， そ こ へ
雪 が 〈 い 込 ん て 雪 の 保 持 力 を 保 っ て い た 。 ま
た ， 小 枝 の 塊 の 中 心 部 で は ， 枝 葉 の 周 辺 が 空
洞 化 し ， こ れ に 接 し た 雪 は ざ ら め 化 し て い た 。
こ の 付 近 の 雪 の 密 度 は 0.41 と 高 い 数 値 を 示 し
て い た （ 図 版 II ・ 表 1 ) 。 ス ギ の 枝 葉 相 互 を 結
び つ け ， 雪 の 保 持 力 を 高 め た の は 1 2 月 27 日 タ
方 ご ろ に 降 っ た み ぞ れ か ， そ の 後 の 気 温 の 低
下 に よ っ て 凍 結 し た た め と 考 え ら れ る 。 一 般
に， 雪 と ス ギ の 枝 菓 と の 付 着 力 は ， 雪 相 互 間
の 枯 着 力 よ り も 小 さ い か ， み ぞ れ や 雨 が 枝 葉
の 表 面 で 凍 結 す る と ， そ の 保 持 力 は 急 激 に 培
し ， 着 雪 を 発 達 さ せ る と い わ れ て い る 。 ま た ，
そ の 時 の 支 配 的 条 件 は 気 温 で あ る と さ れ て い
る 。
高 橋 喜 平 氏 は ， こ の こ と に つ い て 次 の よ う
に 述 べ て い る 。 新  雪 の 枯 箔 力 は 主 と し て 含 水
醤 に よ っ て そ の 強 さ か 定 ま り ， そ の 含 水 量 は
気 温 に よ っ て 支 配 さ れ る 。 気 温 か ー 0.3 ℃  内
外 の と き ， 新 雪 の 粘 着 力 か も っ と も 大 き 〈 な
る が ， こ の と き の 含 水 率 は 大 体 5 % 内 外 の こ
と が 多 い 。 そ し て 含 水 量 か 大 体 こ の 1位 度 よ り
も 多 〈 な る か ， あ る い は 少 な く な る に し た か
っ て ， 次 第 に 米 占 着 力 を 減 じ ， 含 水 鼠 か 0 か ，
あ る い は 飽 和 に 達 し た と き に 枯 着 力 は 最 低 に
達 す る 。 観 察 し た 結 果 に よ る と ， 冠  雪 に 最 適
の 気 温 は 一 0 .3 - - 0.7 ℃ の 範 囲 で ，  ー 0.1 ℃
以 上 お よ び ー 0 .3 ℃ 以 下 の 気 温 に な る と ， 冠
雪 は 目 立 っ て 大 き 〈 な ら な い 。 し た が っ て ，
冠 雪 の 被 害 は 降 雪  中 の 気 温 が 0 ℃ よ り わ ず か
に 低 い ま ま で 持 続 す る よ う な と き に 生 じ 易 い
と い う こ と に な る 。
今 回 の 被 害 で は ， 12 月 27 日 18 時 か ら 気 温 か
0 ℃  を 割 り ， そ の 後 ー 0.5 - - 1.0 ℃ が 40 時 間
持 続 し た 。 殊 に 被 害 が 発 生 し た 28 日 は ， 終 日
- 0 . 5 ℃  内 外 の 着 雪 最 適 温 が 持 続 し て い る 。
56 咲 宙 の 屋 敷 林 異 祁 ・ti 貨 害
こ れ か 被 害 を 決 定 的 に し た 大 き な 要 素 と い え る 。
着 雪 と 風 速 ： 風 速 は 着 雪 密 度 と 着 雪 屈 に か
か わ り か あ る 。 無 風 状 態 で は 着 雪 密 度 は 小 さ
い が 適 当 な 風 に よ っ て 吹 き つ け ら れ る と 高
く な る 。 今 回 の 着 雪 密 度 は 表 面 付 近 で 0.23 -
0 .39 あ り ， 普 通 の 新 雷 密 度 よ り は る か に 高 い 。
ま た ， 同 時 刻 ・ 同 地 点 の 平 地 の 栢 雪 密 度 （ 表
面 付 近 ） 0 . 1 8 よ り も 大 き い こ と か ら ， 雪 自 体
の 変 質 作 用 の ほ か に ， 風 に よ る 着 雪 時 の 衝 漿
や 風 圧 の 影 評 を 受 け て い る も の と 考 え ら れ る 。
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着 雪 最 と 風 速 の 関 係 は ， 特 殊 な 場 合 を 除 い
て ， 風 速 3 .5 尻 か 冠 雪 率 の 限 界 と さ れ て い る 。
そ の 原 因 と し て 二 つ あ げ ら れ て い る 。 一 つ は
風 速 か 大 き く な る に し た が っ て ， 樹 冠 か 流 線
型 に 近 づ き ， 雪 の 捕 捉 性 が 減 少 す る こ と ，  も
う 一 つ は 樹 冠 の 動 揺 に よ る 着 雪 の 振 り 落 と し
で あ る 。 こ の 振 り 落 と し は 気 温 に よ っ て 異 な
る か ， ス ギ で は 大 体 風 速 1. 5 覧 か ら 目 立 つ よ
う に な る と い わ れ て い る （ 高 橋 . 1 952 )。
被 害 が 発 生 し た 12 月 28 日 の 風 速 は 4 - 7 %
60 70 80 90 I  0 
比 枝 下 高 ( % )
図 8 比 割 裂 面 下 高 と 比 枝 下 高 （ 樹 高 に 対 す る 比 ）
〇  内 の 数 字 は 屋 敷 林 の ス ギ の 番 号
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長 井 真 隆
で ， 上 述 の 見 解 に 立 つ と 着 雪 が 発 達 し な い こ
と に な る 。 し か し ， 現 実 に 被 害 が 発 生 し た の
は 建 物 に よ っ て 風 速 が 落 、 ち た た め と 考 え ら れ
る 。 被 害 の 分 布 を 見 る と 被 害 は ほ ほ 2 か 所 に
集 中 し て い る （ 図 5 ) 。 こ の 特 徴 は ， 風 下 に 建
物 が 隣 接 し て い る こ と で ， そ れ ぞ れ 高 さ ll rn 
と 8 rn の 建 物 が あ る 。 こ れ に よ っ て 風 速 が 適
当 に 落 ち た も の と 考 え ら れ る 。
こ れ を 割 裂 比 高 と の 関 連 に お い て み る と ，
割 裂 面 下 高 が 枝 下 高 よ り も 低 い も の ， つ ま り
片 方 の 樹 冠 側 面 全 体 に 多 量 の 着 雪 を 受 け た と
考 え ら れ る も の か ， llm の 建 物 の 風 上 に 集 合
し て い る （ 因 5 ・ 8 )。 20 ・21 ・2 ・23 ・24 ・26
番 の ス ギ で ， 多 く は 枝 密 度 が 平 均 以 下 で あ る
に も か か わ ら ず 割 裂 面 下 高 が 低 い 。 こ こ は ，
建 物 の 位 置 関 係 か ら し て 比 較 的 風 通 し の 悪 い
と こ ろ で あ る 。 一 方 ， 建 物 が な く て 比 較 的 通
風 の よ い と こ ろ で は 樹 冠 の 揺 れ に よ っ て 破 害
の 発 生 が 少 な い （ 図 5 ) 。 ま た ， 補 助 的 に 選 ん
だ 近 く の 4 軒 の 屋 敷 林 に お い て も 同 様 の こ と
が い え る 。 以 上 の こ と か ら ， 風 下 に 建 物 が 隣
接 し て い る と こ ろ で は 適 当 に 風 速 が 落 ち て 着
雪 を 容 易 に し た も の と い え る 。
な お ， デ ー タ が 不 足 し て い て 言 及 は で き な
い が ， 黒 部 川 扇 状 地 の 屋 敷 林 で は ， 幹 の 上 部
ま で 適 当 な 間 隔 で 枝 打 ち し て あ る か ， ま た は
建 物 よ り 高 〈 伸 び て い る も の で は ， 被 害 か 少
な か っ た よ う で あ る 。
屋 敷 林 の ス ギ 管 理 ： 適 当 に 風 の 通 る と こ ろ
で は ， 幹 や 樹 冠 揺 れ の た め に 被 害 が 少 な か っ
た 。 こ の こ と か ら ス ギ 林 の 管 理 に 際 し て 幹 全
体 の 枝 打 ち を 適 当 に 行 い ， 通 風 性 を よ 〈 す る
こ と が 考 え ら れ る 。 こ の こ と は ， 枝 葉 の 着 雪
面 積 を 小 さ 〈 し て 着 雪 荷 重 を 減 少 す る こ と に
も な る 。 し か し ， 逆 に 防 風 ・ 防 雪 機 能 も 低 下
す る の で ， 枝 打 ち に 際 し て 建 物 ・ ス ギ 林 ・ 風
向 な ど か ら 十 分 検 討 が 必 要 で あ る 。
樹 種 に 関 し て は 一 般 に 生 長 の 速 い ポ カ ス ギ
が 植 林 さ れ て い る か ， こ れ は 着 雪 害 に 対 し て
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非 常 に 弱 い と さ れ て い る 。  比 較 的 着 雪 に 強 い
も の と し て ， タ テ ヤ マ ス ギ ・ カ ワ イ ダ ニ ス ギ
か あ げ ら れ る 。
ま と め
着 雷 に よ る ス ギ 被 害 は 19 80 年 1 2 月 28 日 早 朝
か ら 同 日 夜 半 ま で 発 生 し ， 3 株 中 18 株 ま で 被
害 を 受 け た 。 雪 の 米 占 着 力 が も っ と も 高 く な る
- 0.5 ℃  内 外 の 気 温 が 長 時 間 持 続 す る な か で ，
適 当 な 風 に あ お ら れ 樹 冠 側 面 の 一 方 向 に 偏 っ
て 着 雪 が 異 常 に 発 達 し た た め と 考 え ら れ る 。
(1 )  割 裂 面 は ， 林 の 風 衝 面 で は や や 風 上 方 向
に ， 林 の 風 背 面 で は や や 風 下 方 向 に 発 生 し
が~ o 
(2) 着 雪 は ， 樹 冠 側 面 に は ぼ 直 角 に 発 達 し た
小 枝 ひ と 塊 の 着 雪 の 厚 み は 21 - 3l c m, 表 面
付 近 の 平 均 着 雪 密 度 は 0.32 , 中 心 部 は 0 .4 1
で あ っ た 。  小 枝 ひ と 塊 の 着 雪 重 羅 は ， 平 均
1 .98kg で ， こ れ は 小 枝 ひ と 塊 の 5 .23 倍 の 重
さ で あ る 。 大 き い も の で は 8. 57 倍 あ っ た 。
（ 以 上 は 健 在 ス ギ に よ る 測 定 ）
(3) 着 雪 の 最 適 気 温 は ， ー 0 .3 - - 0 .7 ℃ の 範
囲 と さ れ て い る が ， 今 回 の 気 温 は こ れ と 完
全 に 一 致 し た 。 す な わ ち ， こ の 状 態 の 気 温
か 約 40 時 間 続 き ， 殊 に 被 害 が 発 生 し た 当 日
は 終 日 ー 0.5 ℃ 内 外 で あ っ  た 。
(4) 被 害 が 発 生 し た 当 日 の 風 速 は ， 4 - 7 覧
で 着 雷 に 不 適 当 な 強 い 風 で あ る 。 し か し ， 被
害 は 風 下 に 建 物 の あ る と こ ろ で 発 生 し て い
る こ と か ら ， 建 物 に よ っ て 風 速 が 落 ち た も
の と 考 え ら れ る 。
(5) 屋 敷 林 の 管 理 に 当 た っ て は ， そ の 防 雪 機
能 を 破 壊 し な い 程 度 に ， 幹 の 上 部 ま で 枝 打
ち す る こ と が 望 ま れ る 。
謝 辞
調 査 結 果 を と り ま と め る に あ た り ，  富 山 地
方 気 象 台 ・ 建 設 省 黒 部 工 事 事 務 所 か ら 観 測 査
料 の 提 供 を 受 け た 。 ま た ，  富  山 県 林 業 試 験 場
56 咲 雪 の 屋 敷 林 異 循 着 雪 害
か ら 冠 雪 害 に 関 す る 文 献 を 借 用 し た 。 殊  に 富
山 地 方 気 象 台 鶴 岡 保 明 台 長 ・ 小 池 富 治 防 災 業
務 課 長 ・ 中 川 三 郎 前 富 山 地 方 気 象 台 長 ・ 建 設
省 黒 部 工 事 事 務 所 平 田 健 調 査 課 長 ・ 長 谷 川 オ
次 郎 調 査 主 任 ・ 富 山 県 林 業 試 験 場 伊 藤 徳 治 場
長  ・ 野 越 恒 雄 造 林 課 長 ・ 平 英 彰 主 任 研 究 員 ・
北 日 本 新 聞 社 明 石 志 行 の 諸 氏 の こ 協 力 を 得 た
こ と を 記 し て ， 深 〈 謝 意 を 表 す る 。 ま た ，  稿
を ま と め る に あ た っ て お 世 話 に な っ た 当 館 の
布 村 昇 ， 文 献 面 で 協 力 を 得 た 石 坂 雅 昭 ・ 黒 田
久 喜 ， 作 図 し た 高 原 佐 代 子 の 諸 氏 に 御 礼 を 申
し あ げ る 。
な お ， こ の 報 文 の 概 要 は 昭 和 56 年 度 日 本 雪
氷 学 会 秋 季 大 会 に お い て 発 表 し た も の で あ る 。
短
Neo litea se 戌 ea Kom z .  
（ シ ロ ダ モ ） の 天 然 林 の 記 録
長 井 真 隆
麻 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー
魚 津 市 大 湘 寺 野 に あ る 。 角 川 下 流 に 出 合 う
小 さ な 谷 （ 通 称 宮 津 の 谷 ）  で ， 市 街 地 の 近 〈
に あ る 。 俗 に ア オ ガ シ の 林 と 呼 ば れ て い る 。
吉 崎 幸
信 氏 ら の 案 内 で 確 認 し た (1 9 8 1 ・6 ・ 2 4 ) 。
シ ロ ダ モ は 決 し て 珍 し い 植 物 で は な い 。 ヤ
プ ツ バ キ ク ラ ス 域 の 標 徴 種 で ， 群 落 を 見 な
い の か 普 通 で あ る が ， こ こ で は 群 落 を 作 っ て
い る 。 ま た ， こ の 林 や 隣 接 し た ス ギ 林 に は ，
ゴ ン ズ イ ・ ナ ン テ ン ・ モ チ ノ キ  ・ カ ラ タ チ バ
ナ  ・ オ モ ト ・ ホ シ ダ ・ タ チ シ ノ ブ ・ カ ニ ク サ
な ど の 暖 帯 性 の 植 物 が 見 ら れ る 。 構 造 ・ 組 成
等 に つ い て は 機 会 を あ ら た め て 報 告 す る 。
文 献
舟 田 久 之 (1 9 8 1 ), 56 年 大 雪 の 降 雪 状 況 に つ い
て ． 日 本 雪 氷 学 会 シ ン ポ ジ ウ ム 査 料
小 山 t尊 ( 1 981), 天 文 天 気 図 日 記 ・ 天 文 と 気 象
3 月 号 Vol.47
中 川 三  郎 (1 982 ), 56 煤 雪 と 38 豪 雪 ．  富 山 地 学
会 編 ， 豪 雪 ， 古 今 書 院
林 野 庁 ( 19 5 7), 昭 和 3 1 年 北 陸 並 び に 本 州 中 部
に 発 生 し た 森 林 の 気 象 災 害 調 査 報 告 書
高 橋 喜 平 (1952 ), ス ギ の 冠 雪 に つ い て ． 林 業
試 験 場 研 究 報 告 54
富 山 県 ( 1 9 8 1 ), 富  山 県 に お け る 雪 に 関 す る 調
査
報
Cycloso 加 s ac um inatus N A K A I  
（ ホ シ ダ ） の 記 録
長 井 真 隆
富 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー
ホ シ ダ は 富 山 県 西 部 で 比 較 的 多 く 確 認 さ れ
同 町 鳥 倉 ・
高 岡 市 頭 川 （ 以 上 大 島 哲 夫 ） ・ 氷 見 市 海 岸 丘 陵
地 な ど で あ る 。 県 東 部 で は 分 布 は 少 な 〈 富 山
市 呉 羽 山  （ 大 田 弘 ） で の 確 認 か あ る の み で あ
る 。 今 度 ， 魚 津 市 で 採 集 し た の で 報 告 す  る 。
採 集 地 ： 魚 津 市 大 海 寺 野
年 月 日 ： 1 981 年 8 月 11 日
採 集 者 ： 小 路 登 ー ・ 長 井 真 隆
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短 報
Ony c hium japn icum K U N ZE 
（ タ チ シ ノ ブ ） の 記 録
長 井 真 隆
窟  山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー
タ チ シ ノ ブ は ， 小 矢 部 市 矢 部 山 ・ 八 尾 町 杉
原  （ 以 上 大 田 弘 ） に 自 生 し て い る 。 か つ て 入
善 町 朴 "J 山 に も あ っ た が ， 農 業 基 盤 蜂 備 事 業 で
な く な っ た 。 今 度 ， 魚 津 市 で 採 集 し た の で 報
告 す る 。
採 集 地 ： 魚 津 市 大 梅 寺 野
年 月 日 ： 198 年 6 月 24 日
採 集 者 ： 長 井 真 隆
L ygo dium jap o ni c um SWARTZ 
（カ ニ  ク サ ） の 記 録
長 井 真 隆
貨 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー
カ ニ ク サ （ ツ ル シ ノ プ ） は ， 小 矢 部 市 臼 谷 ・
姉 中 町 鏡 坂 ・ 立 山 町 福 田 ・ 上 市 町 開 谷  ・ 魚 津
福 野 町 安 居 ・ 魚 津 市
釈 迦 堂 （ 以 上 小 路 登 ー ） ・ 婦  中 町 常 楽 寺 ・ 富  山
市 呉 羽 山  ・ 同 市 城 山 ・ 宇 奈 月 町 愛 本 （ 以 上 大
田 弘 ） ・ 魚 津 市 大 光 寺 （ 長 井 真 隆 ） な ど で 確 認
さ れ て い る 。 県 東 部 に ゆ く に つ れ て 産 地 が 少
な 〈 な り ， 魚 津 市 角 川 水 系 が 多 産 地 の 北 限 で
あ る 。 そ の 慈 味 で 魚 津 市 で 新 た に 採 集 し た の
で 報 告 す る 。
採 集 地 ： 魚 津 市 大 海 寺 野
年 月 日 ： 1 98 1 年 6 月 24 日
採 集 者 ： 長 井 真 隆
図 版 I 1  .  被 害 前 の 調 卦 地 (19 71.1. 1 )  
こ コ 対 象 と し た 屋 敷 林
0 補 助 対 象 と し た 屋 敷 林
2. ス ギ の 割 落 状 況 ( I 98 1. 1  .  1 )  
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図 版 II の 2 の 説 明 図
図 版 II ． ．  12  健 イ 1 ス ギ の 充 ( 'i": 、状 況 (198 0.12 29 )健 イ i: ス キ の 小 枝 ひ と 塊 の 兇 濱 断 面 (1980. 1 2.9 )
検 休 番 号 3 .  総 爪 鉗 ： 2 .  75k g  ・  着 片 比 5.2
3. 健 .( 1 ス ギ の 小 枝 ひ と 塊 の 沿 雪 (1 980 . 1 2.9 )
検 休 番 号 1 ・ 総 訊 祉 2 . 1 kg ・  常＇刃 比 3.67
゜
2  
3  
図 版 II
